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奇形のハクチョウを発見しその写真撮影に成功したの

は47年4月22日の午後で、原生花園のあたりで北帰行の

ため海岸に向った1群38羽の中にいたもので、まったく

の偶然でした。そして同年の秋、青森県浅所の畠山正光

氏と東京都世田谷の高木章君から目撃報告を受けました

が、涛沸湖では2春秋その姿に接することはできず、他

からの報告も得られませんでした。

今春小学校3年の新田芳子君が3月1日の17時20分ご

ろ自宅前で、涛沸湖に頭上をかすめて飛来した一群7羽

の中に奇形のハクチョウが混じっているのを発見しまし

た。2日朝のハクチョウ数は成鳥68羽、幼鳥6羽ですべ

て北浜の開水面に憩っており投餌も行っていたころで、

それからは大げさに言えば全力投球でその発見に努めま

したが見出すことはできませんでした。畠山氏からの報

告では首が下に折れ曲がるのは飛行中だけであるとのこ

とでしたので、飛行するハクチョウには特段の注意をは

らい土曜日の午後や日躍日は終日湖畔にねぼり、心ひそ

かに見物客が雪ボールを投げて飛ばしてくれることを願

ったり、新田君の見間違いではなかったのかと、その報

告をうたがったりさえしました。

＿涛沸湖の結氷面に水路状に東西約7kmにわたる開水面

が生じたのは4月16日ごろで、ハクチョウの数も約30DO

羽にも増えましたが、私たちの懸命な努力にもかかわら

ず奇形のハクチョウは確認できず、なんらの情報も入手

することができませんでした。涛沸湖の氷もほとんど融

けた4月20日の午後第4回目の在湖数精査を行い3400羽

が憩っていることを確認しましたが、大部分のハクチョ

ウは原生花図や滞士別入口付近の湾状部に集結しており

北帰行の間近いことを物語っていました。

21日の日曜日は終日北帰行の群をチェックしできれば

奇形のハクチョウを見出したいと思いましたが用事がで

きたためせめて朝の観察だけでもと北浜に出かけまし

た。投餌場付近に憩うハクチョウの数はすでにめっきり

減り成鳥50羽幼鳥8羽を確認した後残り少くなったェン

バクをこれが最後だと言い聞かせながら散布しましたが

2羽、3羽と飛来して69羽が餌についていました。

耳馴れた飛行中のノ、クチョウの鳴声に顔をあげてみる

とやや南よりの空に9羽が飛行しており、その内の1羽

が棒状の立派な糞を3個も落したので私の目はその群に

一層の注意をはらうことになり、先行する3羽の中にま

ざれもないあの奇形のハクチョウを見出したのでした。

そのときの鮮烈な感動は筆舌につくすことはできませ

ん。何故か冷たいものが背筋を走り、声もたてえず、身

60叫亮，無風鴫の飛報軸
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奇形白魚漉去飛跡・在湖状況

）
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動きすらできず彼女の姿を追い求めるだけでした。この
一群は海岸方向にむかいのち北西に転じて姿を消しまし

たが時間にして3分ほどの再会でした。生憎カメラを持

参していなかったのでその姿をフイルムに止めることが

できず、彼女のためにもその姿を残してやりたかったと

くやまれてなりません。しかし、心と脳裡に焼きついた

彼女の雄々しくも健気な姿は何如なる天変地異に合おう

とも失うことはありません。

奇形動物の生存率は極めて低いと言われるなかに初認

から2年、よくも無事に生きてきたものだとその生命力

の偉大さに心打たれるものがありました。しかも坐して

生命を保持したのではなく、すでに4度の渡りを行い、

いま5度日の渡りを行っているのです。

初認ほ土曜日の午後で再会は日曜日の午前でした。そ

して22日と21日と暦上では1日の違いこそあれやはり4

月、そして共に北帰行でした。初認のときは私が彼女た

ちの方へ出向いて見送る形でしたが、今回は彼女たちの

万が、憩っている地点から海上に出て北上する群が多い

のに、わざわざ北浜まで出向いて私に見送らせる形にな

りました。自然、とくに動物と人間との出会い、つまり

時間と空間の一致が一度ならず二度も私自身の上におこ

ったということは単に偶然だと片付けられないような気

がしてならず、背筋に冷いものを感じた所以もこのあた

りにあるのではないかと思います。

ハクチョウの北帰行は一般に気象状況の穏やかな日が

多いのですが21日から22日にかけては相当な強風が予想

されていました。事実9時ごろからは南よりの風が強く

なり夜半は雨も混じえていささか不安を感ずるほどの荒

れ模様になりました。あのハクチョウたちほいまどこを

飛んでいるであろうか、どこで巽を休めているだろうか

と、目覚めるたびに思い浮かべてはその北帰行の無事を

祈ったのでした。そして昭和49年4月21日午前8時は、

永久に忘れられない日時になったのです。

＊この日、15時の天気図によれは樺太東岸は南西風カ4となっていますので、こ

の頃までは風は有利に作用したはずであり、時速60血で飛行すれば遠淵湖や嘗

内掛は飛び越えて、白鳥湖あたりまでいっている計算になります○

（網走市立北浜中学校）
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昨年行った天売島海鳥観察に引きつづき、今年も7月

27日～29日の3日間、私は他の3名と海鳥の観察をする

た鋸こ、再び天売島を訪れた。以下、観察記録をもとに

今回の観察旅行についてまとめてみる。なお、同行者は

小山政弘、入江智一、野村聡（いずれも野鳥愛護会会員）

の3名である。

1．私たちの観察コース

天売島に上陸した私たちほ、かねてからの計画どおり

岬の上の方からと、海岸ぞいを回った岬の下の方からと

の二方面から海鳥の観察をすることにした。

私たちの岬の上の方からの観察の中心地点は「ケント

鴨燈台」付近の展望台となった。この展望台は眼下にウ

ミガラスの集団繁殖岩礁として知られている「赤岩」が

あり、ケイマプリやウミネコの姿やそれらの飛翔のよう

すが肉眼でも十分観察できる条件の良い地点となってい

る。そして、私たちに眼下に広がるェメラルドグリーン

の海を十分満喫させてくれた。

2．ウミネコの観察

キャンプ場での私たちほ、主に上空を次々に飛んで行

くウミネコの群を観察した。

前回及び今回とウミネコの観察をしてわかったことだ

が、天売島のウミネコの行動には一定のルートがあるよ

うだ。私たちが滞在した期間には、その大半は「赤岩」

～「かぶと岩」付近一帯の集団繁殖地でテリトリー保持

や餌採取のために1日をおくり、その一部は餌を求めて

天売港や焼尻港付近の海へ午前4時ごろから移動しはじ

めて、採餌の後、午後7時ごろまで帰確しているようで

あった。そして、キャンプ場から通称ケント鴨燈台まで

の海岸線が、そのコースの一部になっている。

頭上を行き来していたウミネコはほとんどが成鳥で、

ときどきその群の中にウミウやオオセグロカモメの姿が

見られた。

3．海岸ぞいての観察

岬でしばらく観察した後、海岸ぞいに回って「赤岩」

まで行ってみることにした。「赤岩」付近に達したのが

入　　江　　義　　智
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ちょうど満潮時で、結局、その寸前で浅瀬が渡れず「赤

岩」までは行けなかったが、途中、キアシシギ、イソヒ

ヨドリ、ヒメウ、ケイマフリなどが観察できた。

「赤岩」付近の沿岸ではウミネコ、ケイマプリ、ウミ

ウが餌をとる姿が見られ、小魚を口にくわえたケイマプ

リや、数十秒間潜水して餌を捕獲するウミウの姿が肉眼

でも詳しく観察できた。　　　　　　　　　　　　　1・J

キャンプ場から海岸づたいに歩きだして約30分後、ウ

ミネコの集団営巣地の下に到着した時、ウミネコが驚い

て一斉に飛び立ったと思うと、私たちは雨のような糞の

攻撃を受けた。攻撃に悲鳴をあげながら急いで写真を取

り終えてその場から退散した。

難渡船が横たわる所で予期していた動物を発見した。

海岸近くの草むにマムシが休んでいたのである。昨年私

は土地の人に捕えられて首をもがれた生々しいマムシの

死骸を近くで4匹見ているが、生きているマムシを見る

のははじめてのことだ。マムシはふつう50cmくらいであ

るが、天売産のものは大型で60cm以上のものがおおいと

されている。マムシほふだん湿った所を好み、夜光性で

キャンプ場での夜間活動は十分な注意が必要だ。隣の焼

尻島にはマムシはいないといわれていて、羽幌町ではマ

ムシ退治のために昭和47年、40羽のコウライキジを取り

よせたが輸送中に1羽が死亡したため、計39羽を天元島

に放鳥した。しかし、土地の人の話によるとその効果は

乏しくいっこうにマムシは減らないそうである。その黒　が■

ずんだマムシほ実に無気味で、背すじが寒くなってしま

った。

4．結び

今回の観察旅行では、すでにウミネコ、ケイマフリ、

ウミガラスの繁殖の終った後で、特にウミガラスははる

か北の方へ渡ってしまったものが多かったようで、かな

り数が少なかった。繁殖期が過ぎた天売島は、日毎に寂

しさを増していくようだったが、あちらこちらを飛びま

わるケイマフリの愛らしい姿は何といってもすぼらしか

った。

参考までに今回の観察旅行で確認した野鳥を表にし天

売島の略図を付け加えておく。
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天売島で観察された鳥　（1974．7．27～7．29）

種　　　　名　l 剋增@　　　　　　　名 ��

1ハ　シ　ブト　ガ　ラ　ス　　　　　　　　＋ �14　ハリ　オアマ　ツバメ ��ｸ�ｲ�

2　ム　　　ク　　　ド　　　リ ��ｸ��15　ハ　　ヤ　　ブ　　サ　Sp・ 偖ﾂ�

3　コ　　ム　　ク　　ド　リ ��ｲ�16　ウ　　　　　　　　　　ウ ��ｸ�ｲ�

4　ス　　　　　ズ　　　　　メ ��ｲ�17　ヒ　　　　メ　　　　　ウ ��ｲ�

5　カ　　ワ　　ラ　　ヒ　　ワ ��ｲ�18　キ　ア　シ　シ　ギ ��ｲ�

6　ア　　　　　オ　　　　　ジ ��ｲ�19　アカェリヒレアシシギ（海上） ��ｸ�ｲ�

7　ハ　ク　セ　キ　レ　イ ��ｲ�20　ウ　　　ミ　　　ネ　　　コ ��ｸ��ｲ�

8　イ　ソ　ヒ　ヨ　ド　リ ��ｲ�21　オオセグロ　カ　モ　メ ��ｲ�

9　ク　　ロ　　ツ　グ　　ミ（声） ��ｲ�22　ケ　イ　　マ　フ　リ ��ｸ�ｲ�

10　ェ　ゾ　セ　ン　ニ　ユ　ウ（声）　　　　＋ �23　ウ　　　　ト　　　　ウ 偖ﾈ���

11　コ　　ヨ　　シ　　キ　リ　　　　　　　　　＋ �24　ウ　　ミ　　ガ　ラ　　ス ��ｸ�ｲ�

12ノ　ピ　タ　キ　　＋ 13ノ　コ　マ（？）　十 �25　コ　ウ　ラ　イ　キ　ジ ��ｲ�

＋印は増すごとに多い、，かなり多いを示す。

鵡川川口にハイイロガン　　　　貫も爵

らしいガンがいます

佐　藤　辰　夫

11月3日午前7時から鵡川河口でシギ、カモなどを観

察していたところ、岸に上って休んでいたマガモの群の

J　そばにコクガン1羽と種不明のガン1羽を発見しまし

た。

コクガンの方は、以前えりも町東洋で見ていましたの

ですぐわかりましたが、他の1羽はよくわかりません。

特徴をあげますと、灰褐色の体、嗜、脚ともオレンジ（黄

土色）でツヤなし、境の基部にはマガンのような白帯は

なし、顔の先の方褐色やや強し、下尾筒白、大きさはコ

クガンより一まわり大きいくらい。

コクガンと行動を共にし、岸に上って草の種子か何か

採食していました。近くのカモが騒くいと、あわてて水に

入ります。飛んだ姿は見ませんでした。写真もとりまし

たが、500皿ではよくとれません。手元の図鑑を調べま

したが、その中ではピーターソソの図鑑のヨ一一。ッパ産

のハイイロガンによく似ています。また朝日ラルース世

界動物百科のハイイロガンの写真にもよく似ています。

展望台　柵嘩

（千歳高等学校2年）

マガンの幼鳥ではないらしいが？ハイイロガンとは断

定できず、その道のェキスパートにご教示いただきたく

ペソをとりました。午後3時まで同じ場所にいました。

何時まで滞在するかガンに聞いてみなければわかりませ

んが、今のところ、カモはマガモ、カルガモ、コガモ、

スズガモ、オナガガモ、ヒドリガモ、ホオジロガモ、ウ

ミアイサ、ミコアイサ。シギはハマシギ、オオソリハシ

シギ、アオアシシギ、それにダイゼソ。カモメはウミネ

コ、セグロカモメ、ミツユビカモメ、ユリカモメなどが

見られます。

（苫小牧西高等学校）
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‡　ヒビキナダ

i　　響灘埋立地の野鳥たち
き

‡

壬

！

l

福岡地方、平地での紅葉も最後を迎えています。冬鳥

たちもその数を次第に増しています。

さて今年は北九州市若松区の響灘（ひびきなど）埋立

地に11月19日にコノ、クチョウ4羽、11月23日にクロツラ

へラサギ1羽が飛来しました。コハクチョウは11月19日

地元猟友会の方が発見されたものです。11月23日同地を

訪れたところ、サギ類に混じっているクロツラへラサギ

1羽を認め、記録しました。県下では1922年有明海の記

録があるのみで、今回で2度目と思われます。

自宅近くの江川ダムには減水による貯水面積の減少に

もかかわらず、カルガモ、マガモ、ハシビロガそ、ヒド

リガそ、オカヨシガそ、トモェガそ、コガモ、オナガ

ガそ、ヨシガモ等が次々と渡来し現在千羽を越えていま

す。

響灘埋立地は現在造成中で、工事用のダンプがひっき

りなしに通るのですが、埋立地に工事の関係で一時的に

できた水潜や干潟に、コハクチョウ、クロツラへラサギ

がいる訳で、工事完成に伴い水溜等もなくなる訳で両種

とも今回限りの飛来になりそうです。

両種の他、埋立地には、アオサギ、コサギ、チュウサ

ギ、ダイサギ、ウミアイサ、カワアイサ、スズガそ、マ

コハクチョウ

北九州市響灘埋立地

モ

i

モ

i

モ

武　井　修　一　　　～

モ

ガモ、キンクロハジロ、カソムリカイツブリ、アカェリ

カイツブリ、ウミネコ、カモメ、キセキレイ、ヒバリ、

ミサゴ、トビ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、ハマ

シギ、ダイゼソ、コチドリ、シロチドリ、ユリカモメ、

スズメ等が見られました。

クロツラへラサギ

北九州市警灘埋立地

（福岡県甘木市）
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昭和49年春の鵡川川口での

観　察　記　録

羽　田　恭　子

春のシギチのシーズンに、鵡川河口に行きました。偶

然、5日間連続して誰かが観察していたことになるので

その記録を集めてみました。しかし、始めからそのつも

りで、カウントしていたわけでないので、例えば、ヒバ

リやハクセキレイは沢山いても、数を数えなかったり、

せめて、シギヤチドリだけでも数えるとかの約束があっ

たわけでありませんので、不備ですが、同じ場所での5

日間の記録は、何かの参考になるのではと思います。

春の渡りは蕃殖を控えて早いといわれていますが・な

るはどこの表でみても入れ替わり立ち替わりしているよ

うです。

稀な、コオバシギが観察されたり、トウネソやハマシ

ギの何百もの群れ、大きなシヤクシギの群は見ごたえが

あります。

秋には、皆さん、でかけてみませんか。

（札幌市　主婦）

月　　　　　　日

時　　　　　刻

天　　　　　　候

観　　察　　者

種　　　　　　名

ア　　オ　　サ　　ギ

コ　　　　　ガ　　　　　モ

ヨ　　　シ　　　ガ　　　モ

ヒ　　ド　リ　　ガ　　モ

オ　　ナ　　ガ　　ガ　　モ

シ　　　マ　　　ア　　　ジ

カ　　　　モ（種不明）

ト　　　　　　　　　　ビ

種　　瑛　　数

5．24

9：20～14：30

曇時々暗

満都、羽田

1

5．26

9：20～14：30

曇後小雨
野村、萩、
田原、落部

5．28

9：20～14：30

曇時々暗

幕部、羽田

※　○印は、いたけれど数を数えなかったもの　士は、約の意
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ホシガラスと高山林業との関係について

井　　上　　元　　則

Ⅰ　はじめに

筆者は20数年前、黒岳のハイマツ地帯でホシガラスを

見たことがある。それが忘れられず一度ハイマツとホシ

ガラスとの関係を知りたいと思っていたが、1974年7月

5～6日に湧駒別、同8月29～31日に層雲峡から大雪山

系を調査する機会を得たので、ホシガラスと高山林業と

の関係について、この概要を報告する。

Ⅰ黒岳と桂月岳のハイマツ林

黒岳は層雲峡登山口より5令旨までロープウェーで登

り、そこからなだらかなコースをリフトで7合日まで登

る。5～7合日間はェゾマツ・アカニゾマツ・トドマツ

を主とした針広混交林でネマガリダケが密生している。

7合目附近から次執こダケカンバの混生が多くなる。ダ

ケカンバ帯は標高1，500～1，700mの間にあるが、冬の常

風・積雪量・地形などによってその巾は一様でなく、と

ころどころにハイマツの小群落が侵入している。

ダケカンバ帯の上はハイマツ帯で、いわゆる高山帯と

いわれる部分で、大雪山の中央高地では、およそ1，700

m以上の地域である。この地域にはハイマツ林とお花畑

が交錯し、モザイツク状に配列しているが、地学的・地

形的・気象条件によって広大なハイマツ林もあれば、高

山草原のところもある。また岩礫地で、わずかに地衣し

か生えていないようなところもあって一様ではない。

黒岳の頂上は標高1，9糾m、桂月岳1．950mであるか

ら大体において、1．700～1．900mの高地にかけて広大な

ハイマツ林が断続していて、植生上ハイマツ～コケモモ

群集ができている。この群集の標徴はハイマツ・ガンコ

ウラン・キバナシヤクナゲ・コケモモのごとき高等植物

とハナゴケ・ムシゴケその他のような地衣植物などがあ

る。

Ⅲ　ホシガラス

1・ホシガラスの学名と分布

ホシガラス　Ⅳ㍑C亘ル昭α　CαりOCα加わ∫　プ（ゆ0ク多才C混ざ

HARTERTはカラス科・ホシガラス属の鳥で、北海道・

南千島・本州・四国等の高山で、夏繁殖する。その他佐

渡・九州・伊豆諸島などでも発見されている。

2．ホシガラスの習性

ホシガラスは、大雪山のハイマツ地帯で、多くの人に

よって確認されている。大雪山系の森林では早春から本

種を見かけるので、繁殖は確実視されてはいるが、巣を

発見したという記録はない。専門家たちは大雪山系の標

高1，400m附近で、ユゾマツ・アカェゾマツ・トドマツ

等の針広混交林の終りからダケカンバ地帯に移行するあ

たりで繁殖しているであろうと推定している。

8月下旬から9月中旬にかけてハイマツの実が熟する

と黒岳・桂月岳・白雲岳・北鋲岳・北海岳・烏帽子岳な　ノ

どのハイマツ地帯（標高1，700～1，900m）に飛来して、

ハイマツむ熟した実を啄食する。

8月30日（暗）黒岳から桂月岳附近のハイマツ林でホ

シガラス数羽の小群を、数回観察することができた。そ

の飛行はゆるやかで、波状に飛び、カケスの飛ぶ姿によ

く似ている。しわがれただみ声でガ一・ガーと鳴いてい

る。体の大きさはハシボソガラスよりはるかに小さく、

ほぼカケス大であるが、尾の末端に白い帯があるので簡

単に区別できる。この鳥は平常は雑食性で果実・種子・

昆虫などを食べることが知られている。

今回は8月30～31日ホシガラスが日中ハイマツ地帯に

出現するのを見た。黒岳の監視員柴田清美氏によると、

前年の同期にくらべて、本年の飛来個体数は少ないが、

おそらく9月10日ごろまでが、最盛期だろうとのことで

あった。

Ⅳ　ハイマツ林とホシガラスとの関係

ホシガラスの採食方法は、ハイマツ林へ飛来すると、

まずハイマツの実の熟したと思われる毯栗を1個ずつも

ぎとり、それをくわえてハイマツ林縁の地面に飛び、そ

れをくちばしでつついて破り、珪果内の種子をとり出し

て啄食する。そういう動作を2～3回繰り返すとハイマ

ツの種子をロにほおばりながら、さっさと下方のダケカ

ンバ林へ飛んでいく。今回ほどの群も2～5羽く小らいで

同一地点に10分と長くはとまっていなかった。このよう

な現象は、ハイマツの冥がまだ充分熟さないため、ホシ

ガラスの飛来個体数が少なかったせいかも知れない。

また前年ハイマツの実を吸いぽんだあとの毯果断片が

1カ所に20～30粒かたまってあったのを烏帽子岳への途

中で見つけたが、これは前年1羽の鳥がただ1回で、つ

いばんだものではなく、同一鳥が数回同じ場所で毯巣を

－　8　－



割ったものか、あるいは別々の鳥が同じ場所を選んで種

子を啄食したものであろう。

清隆博士によれば本州北アルプスのハイマツ林では、

ホシガラスはハイマツ毯栗の啄食地を定めていることが

多いと報告していることと一致している。

さて大雪山のハイマツ毯巣の種子は、大きいもので60

粒、小は40粒、平均50粒くやらいであるから1羽のホシガ

ラス1個所で2コの毯果を破れば100粒以上の種子とな

る。したがってハイマツ毯果を2～3個啄食し終ると、

残った種子20～30をロにほおばって飛び、適当な空地に

隠匿するものである、このような動作を日に何回も繰返

すものらしい。

いずれにしてもホシガラスが毯巣を破った場所の土壌

条件がよければ、落ちこぼれた種子が発芽する可能性が

ある。実際に土壌条件がよく、稚樹の生えている場所も

ところどころで見つかった。したがってホシガラスの種

海才　子隠匿性にもとづく、ハイマツ椎樹の発生も見逃すこと

はできない。

さてホシガラスがハイマツの毯采をつついて、中の種

子をほじくり出し、頬の袋状になったところや食道に20

～30粒つめこんで、ダケカンバ林へ飛んだ場合、どんな

場所にその種子を隠匿するか、今回は短時間で調査がで

きなかったが、往々にしてダケカンバ帯の疎開したとこ

ろにハイマツが小群状に生えているのは、旭岳ロープウ

ニ⊂・一一の天女ケ原駅から姿見駅の間でよく見ることができ

るが、これらはかつてホシガラスが運んできたハイマツ

種子を地面に隠匿したところから発芽したものでなかろ

うか。

犬飼哲夫博士によるとハイマツ種子をほおばったホシ

ガラスは、ハイマツのない草木やコ■ヶばかりの芝地に行

きくちばしで小さい穴をつくって、その中にくわえて来

た実を入れて、上に草などをかけてかくしておく。また

一つの穴に20～30コのハイマツの実がかくされているが

おそらく夏の問でまだ植物の実や種子のできないときに

、・／　食うものと思われる。しかしかくしたものは全部食べら

れずに残っていて、これが発芽するため、全くハイマツ

の実が風などで運ばれると思われない所に族生している

と報告していることから察すると、ホシガラスはハイマ

ツの種子散布に一役買っているといえよう。

実際に北海道の山を歩いてみると標高1，000m以上の

山頂附近にハイマツ林がしばしば見つかる。これからは

かつてホシガラスがくわえて来て、隠匿した種子がもと

になって、現在のハイマツ群落になったものもあろう。

すでにホシガラスと同科のカケス類はナラ・クリ・ブ

ナなどの種子を隠匿する性質があり、種子の散布に貢献

していることは、ドイツのデソグラー博士や筆者らによ

って確認報告されている。これらの事実から考え合せ、

ホシガラスのハイマツ種子隠匿性は、ハイマツの天然更

新に大きく貢献しているものであって、高山林業に一役

買っている鳥といえよう。

Ⅴ　結　　び

以上大雪山のホシガラスの生態と高山林業との関係に

ついて述べた。本稿が多少なりとも林業家、自然保護関

係者、野鳥研究者のご参考ともなれば、著者望外の幸で

ある。終りに臨み本調査に際し、種々ご高配を賜った旭

川営林局近藤豊経営部長に深謝の意を蓑する。

ホシガラス　（桂月岳頂上附近1974．8．30）＿＿＿＿＿〆

前年度ホシガラスが啄食したカラマツ毯果

（烏帽子岳への途中1974．8．30）

ハイマツ林の更新状況、前面は若い小群落が

見える　　（烏帽子岳への途中1974．8．30）

（北海道栄養短大教授　農博）
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チゴハヤブサの観察

入　江　智　－

チゴハヤブサは、外観は極めてよくハヤブサに似てい

ますが、体は一回り小さく、飛翔はツ／ミメに似ていて、

巽を鎌の刃のように境ませて飛ぶ、このチゴハヤブサが

千歳の青葉公園に毎年渡来しています。記録をたどって

みますと、1971年度は5月1日、9月1日、1972年度は

5月26日、9月12日、1973年度は5月4日、8月26日と

いう具合です8今年も5月26日に、その華麗な姿を見せ

てくれました。

去年の5月6日には、チゴハヤブサのディスプレーと

交尾行動を確認しましたが、青葉公園内での営巣にまで

はいたっていません。その時の交尾行動の模様は、まず

雌が見晴らしのよい枯木の樹上にとまって、巽を鎌の刃

のように広げ、さらに12枚の尾羽がよく目立つように扇

状に広げて、鋭く「キー、キー」と鳴き立てるとまもな

く雄がその声に呼び寄せられるかのように姿を現わし、

巽を小刻みにははたいて雌の背に乗ってから数十秒程で

交尾行動は終わります。

今年は運よく青葉公園内で、チゴハヤブサの営巣を観

察することができたので、日を追って述べていきたいと

思います。

6月23日、野鳥観察中にチゴハヤブサの巣を見つけま

した。その巣は1971年にナラの木に営巣したハシブトガ

ラスの古巣を利用したので、樹上10～15メートルの所に

あり・巣から20～30メートルの樹上には雄が警戒に余念

がないようです。

7月12日、樹上の巣にチゴハヤブサの尾が出ているの

を確認、まだ抱卵中と思われます。観察をしているうち

にチゴハヤブサが私に気づいて巣の上にチョコソと立っ

て・毒軌、視線を浴びせかけ、数分間にらみ合いが続きま

した。

7月17日、樹上の巣に上って見ると、聯化1週間ほど

の白羽に包まれた雛が三羽いました。私が顔を覗かせる

と手前にいた一羽が突然巽を広げ、鍬、声で「キィ一、

キイー」と鳴きだしたときは、いささか、びっくりした

しだいです。夢酎ヒ一週間ほどの雛といえども、親鳥が鳴

いているかと錯覚するほどです。また、カラスなどほ、

人が巣に接近すると、一撃必殺の急降下を仕掛けてくる　七プ

のですが、チゴハヤブサの場合は、巣の回りを飛び回っ

て侵入者に対して、感嚇する程度でした。観察の回数を

重ねる内に親鳥の警戒心は、だんだん強くなって、進ん

で姿を現わすようになりました。

7月25日、雛の成長の速さには目を見張るばかり、体

の大きさも、ほぼ親鳥と同じ位で、雛鳥の顔には頬線の

黒羽が現われ始め、猛禽類の風格が処々に増しつつあり

ました。

8月4日、雛鳥は既に巣立ってしまっていました。ま

だ巣の近くには巣立ったばかりの幼鳥がいるようで、親

鳥の警戒の手は一時もゆるむことはないようでした。私

は樹上に上り、巣の大きさを測定し、ペリットを採集し

ました。巣の大きさは図に示すとおりで、採集物はペリ

ツト1個、トンボの羽2枚、小鳥の巽の骨1個でした。

産座の所には小鳥のものだと思われる細い骨が多数散在

していました。おもしろいことに排泄物が北の方角に集　二へ

申していましたが、おそらく親鳥が餌を雛鳥にあたえる

のは南の方からなのでしょう。それに、朝日ラルース、

週刊世界動物百科第117号にチゴハヤブサの巣のことが

書かれてあり、「巣はハシボソガラスの古巣をよく利用

するが、古巣を利用するとき、この鳥は新しい巣材を何

も加えないばかりか、反対に内側に詰まっている古い巣

材を引っぼりだして基礎部分だけにしてしまうことが多

い。」とあって、千歳での営巣の場合は、何も手を加え

えていませんでした。

8月18日、幼鳥を連れている親鳥を確認。9月1日、

3日、4日、14日には青葉公園から1キロメートルはど

の私の家の近くまで姿を現わしてくれました。これから

も毎年その姿を現わしてほしいものです。
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北　大　植　物　園

山　田　清　二

■■■■■■■－■■■●■■－●■■■■－■■■■●－■■t■■■－■■■■■tllll－■■■■■－■■■■■－

北海道の中心札幌。コンクリートの建物、車がひっき

りなしに走る道にかこまれた中に、縁のオアシス北大植

勺一物園があり、道内外の観光客などひろく一般の憩の場と

して利用されています。しかし、一般の人々は鳥額には

関心を寄せていないようです。

植物園の鳥を観察するには、人の多い正午と土・日曜

日を避けると、9時から4時半まで縁の芝生に横たわり

ながらゆったりと観察できるようです。

私は、何年前からか植物園の鳥を写真で記録したいと

計画していたのですが、いつも計画だけに終っていまし

た。

今年の春、カッコウに逼られて実行に移すことができ

ましたが、それは5月から6月の2カ月間で、雨の日も

風の目も約3日おきに植物園に通いました。

まだ肌寒い5月、木の枝につぼみがふくらんでいるこ

ろ、ヒヨドリ、アカゲラ、クロツグミが最初に見られ、

しだいに太陽の日が長くなり、木の枝に若葉が茂りはじ

めるころムクドリが飛来した。このころになると、視界

は茂る若葉のため悪化し、写真を写すにも双眼鏡でのぞ
こ　くにも不自由をきたしました。しかし、鳥達にとっては

）　飼となる虫が多くなって、良いエサ場となったのです。

植物園で一番多く巣を作るのはムクドリである。その

巣は木の幹の穴、巣箱と多く、確認しただけでも15を数

えることができた。つぎに多いのはクロツグミではない

かと思われる。

めずらしいのが一つありました。園の中央に博物館が

あって、その横の林に一本のニレの大木があります。そ

の一番上に、木の枝で作った巣がありました。トビの巣

です。一羽のヒナが見られました。はじめのころ、カラ

スが飛来するたびに親トビがカラスをけちらすのを見か

けたのですが、目がたつにつれてヒナの体が大きくなっ

たためか、カラスも寄りつかなくなったようです。

6月のはじめにオオルリの声を聞きました。力強いひ

びきに感動しました。その声を録音しましたが、さえず

りの周波数が高くて、本当の生の声をとれませんでし

た。オオルリも一週間ほどでどこかに去りました。

しかし、美声の持主はまだいます。クロツグミ、アカ

ハラ？　キビタキです。キビタキは小さな体でよくさえ

ずります。彼の背の黄と白の斑が印象的です。園内には

三つのテリトリrがあるようです。

5月の中旬にカッコウも何度か来て鳴き、札幌の中心

でも自然があるのだと感じさせられました。また、アカ

モズを一度だけ見ましたが、それきりで、植物園の奥深

く入っても見られませんでした。カツコウが来たのだか

ら6月の末にヒナが見られるのではないかと期待してい

たが無理でした。そのかわりに、シマアオジの幼鳥が親

鳥に連れられて餌を探している光景が見られました。ま

た、水場が多いせいかシマアオジに混ってキセキレイの

水あびも見られました。

もう7月、ムクドリのヒナは巣穴から姿を見せ、トビ

のヒナももうじき巣立つころです。その後は夏山のシー

ズンとなり、私の都合で植物園には行けなくなりました

が、来年もまた、鳥を見に植物園へ通ってみたいと思い

ます。
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◇　畠山周治

49年1月6日、旭川市。たまにコウライキジを見る。

49年1月27日、ムクドリ120～130羽越冬。

◇　森口和明

49年2月1日、上磯町七重浜でコクガン23羽。同日

函館山、カラス変死242羽。

◇　永井正夫

49年5月18日、共和町。ヒグマ、ミツパテの巣箱を

荒らす。

◇　坂本正二

49年6月9日、白糠町庶路。アネハゾル（と同定）

畑に飛来して荒らす。

◇　山上室芳

◆　49年6即1日、沼田署にアカェリカイツブリ届く。

13日に回復したので放鳥。

◇　奥田直行

49年6即7日、大樹町目方鮎カワアイサ4羽、ヒ

ナ約15羽。

◇　野口繁雄

49年6月18日、羅臼町オショロツコマ川上流。カワ

アイサのヒナ5羽以上。

◇　山口日出也

49年6月19日、別海町カネキン沼。ハクチョウ4羽

（幼鳥2羽）。

◇　伊藤熊雄

49年6月23日、夕張市。釣糸にからまったオシドリ

を解き放してやる。

≪事務局だより≫

☆　なんともしまらないことになって申訳ありませ

ん・野鳥だより19号20号合併号をおとどけします。

貴重な原稿や写真をお送り下さった方にお礼ととも

に、発行がおくれたおわびを申しあげます。

☆　事務局のメンバーに異動がありました。本会創立

以来の幹事として大活躍をした、百武充さんが、阿

寒国立公園管理事務所にご栄転になり、現在は川場

にお住いです。運転免許にもアタック大張切りとの

こと、ご発展を皆様とともに期待しましょう。

◇　三好博久

49年6月25日、尻岸内町女郡川林道。大フクロウ？

羽毛は白、ポッ赤毛入。

◇　伊奈昭夫

49年6月26日、室蘭、登別海岸。ミズナギドリ死体

漂着。約200羽、やせていて胃はカラ。

◇　小沢広記

49年6月14日、札幌市藤野地区。ウグイス向いの山

に営巣中と思ったが、機械の音（工事中の）がおさ

まっても声がないのほ、他に移ったためと思う。モ

ズ、カワラヒワ給餌台に飛来。シジュウカラ工事の

騒音で営巣中止。ヤマセミこれもだめ。

◇　中田克道

49年6月30日、札幌市あしりべつゴルフ場にて、キ

ツネにゴルフボールを取られて困っていると管理員

の話。3～4匹のキツネが常時付近にいる様子。

◇　竹内清美

49年6月5日、稚内市声問大沼。オジロワシの営巣

を確認した。

◇　宮田市太郎

49年7月5日、鵡川町田浦。キツネにニワトリ120

羽やられる。

◇　隅田重義

49年7月21日、大沼コートピアに宿泊し、早朝野鳥

調査。アオジ、ウグイス、キジバト、ムクドリ、ツ

バメ、シジュウカラ。数は多い。

◇　三好博久

49年7月23日、恵山岬でヒドリガモ5羽、スズガモ

2羽を見る。

◇　森口和明

49年8月16日、戸井、武井の島、恵山岬。オオセグ

ロカモメ繁殖地あり。

◇　竹村正男

49年8月17日、北檜山町。マガン7羽見る。

☆　百武幹事の後任に、梅木幹事が生後3カ月の二世

を抱いて、（もちろんご令室ご同伴です。）利尻町

の利尻礼文国定公園管理事務所から着任しました。

梅木幹事は、かつて厚真町に居住したことがあ

り、鵡川川口探鳥コースの開祖です。これからは北

海道の鳥獣行政のため大活躍をしてもらうことにな

っています。

☆　本道でも珍鳥発見の記録が続いています。考えか

たによって、いろいろと原因が議論されましょう

が、観察者の数が多くなったものも大きな原因で

す。観察網が細かくなっていくのが楽しみです。
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